
水曜
（WED）

金曜
（FRI）

木曜
（THU）

日曜
（SUN）

火曜
（TUE）

月曜
（MON）

古
紙
配
合
の
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

土曜
（SAT）

編
集
後
記

平 瀧

●「縁結び隊」による
結婚相談会（ホテル
彩 陽ＷＡＫＩＧＡＷ
Ａ）14：00～16：00

●個別創業相談会（平戸市役所
商工物産課内）10：00～ 16：
00

●ひらど軽トラ市（木引田町・
宮の町商店街）9：00～ 12：00

●よろず相談会（田
平町民センター）9：
00～ 17：00

●認知症の人と家族
のつどい（平戸市未
来創造館）13：30～
15：30

●年金相談（市役所
本庁３階会議室）
10：00 ～15：00

●年金相談（市役所
本庁３階会議室）
10：00 ～15：00

●年金相談（舘浦出
張 所）10：00 ～
15：00

●年金相談（市役所
本庁３階会議室）
10：00 ～15：00

●ハローワークin平
戸市（商工会議所２階
会 議 室）10：00～
15：00

●ハローワークin平
戸市（商工会議所２階
会 議 室）10：00～
15：00

●ライブラリーコン
サート（平戸図書館）
19：00～

●おはなし会（永田
記念図書館）14：00
～

●おはなし会（永田
記念図書館）14：00
～

●赤ちゃんおはなし会（平戸図書
館おはなしのへや）10：30～

●赤ちゃんおはなし会（平戸図
書館おはなしのへや）10：30～

●おはなし会（平戸
図書館おはなしのへ
や）14：00～

●おはなし会（平戸
図書館おはなしのへ
や）14：00～

●おはなし会（平戸
図書館おはなしのへ
や）14：00～

●おはなし会（平戸図書館
おはなしのへや）14：00～

●おはなし会（平戸図書館おはなし
のへや）14：00～

●おはなし会（永田
記念図書館）14：00
～

●おはなし会（永田記
念図書館）14：00～

●おはなし会（永田記
念図書館）14：00～

●みんなでシネマ
（COLAS平 戸ホー
ル）14：00～

●みんなでシネマ
（COLAS平 戸ホー
ル）14：00～
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永田記念図書館休

永田記念図書館休

永田記念図書館休
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●個別創業相談会（平戸市役
所商工物産課内）10：00～
16：00

●若者応援相談会in平戸（未
来創造館会議室Ａ）11：00
～ 16：00

●消費生活巡回相談・定例行
政相談所中部地区（ふれあい
センター）13：00～ 15：00

●消費生活巡回相談・定例行
政相談所南部地区（多目的研修
センター）13：00～ 15：00

13

永田記念図書館休

永田記念図書館休

　

令
和
２
年
７
月
豪
雨
に
お

い
て
被
災
さ
れ
た
人
た
ち
に
心

か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
も

あ
り
、
被
災
地
へ
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
思
う
よ
う
に
集
ま
ら

ず
、
復
旧
が
進
ま
な
い
と
聞

き
ま
す
。
自
分
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
は
行
け
ま
せ
ん
が
、
被
災

地
へ
の
災
害
支
援
を
目
的
に
ふ

る
さ
と
納
税
で
少
し
だ
け
寄

付
し
ま
し
た
。
今
、
自
分
に
で

き
る
こ
と
を
で
き
る
だ
け
。

　

今
年
で
終
戦
か
ら
75
年
が

経
ち
ま
す
。
小
学
生
の
こ
ろ

か
ら
平
和
や
戦
争
に
つ
い
て
学

ぶ
機
会
が
多
く
あ
り
ま
し
た

が
、
平
戸
の
こ
と
に
つ
い
て
は

学
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

そ
の
た
め
、
取
材
中
は
平

戸
で
こ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
の

か
と
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
今
回

の
特
集
が
平
和
を
つ
な
ぐ
た
め

の
学
び
の
き
っ
か
け
に
な
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

８月の各種イベントや行政情報などをカレンダーで紹介します。
８月のイベントカレンダー
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●北松北部クリーン
センター受入日（9：
00～16：00）

●北松北部クリーン
センター受入日（9：
00～16：00）

●第12回軽トラ朝
市（津吉交流会館駐
車場）7：00～

夢あふれる　未来のまち　平戸

８
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広
報
ひ
ら
ど
　
令
和
２
年
８
月
号

みんなで守ろう花火のルール
例年、各地で花火による火災や事故が報告されていますので、次のこ
とに十分注意しましょう。
■注意書きを読む■花火をするときは大人が付き添う
■安全な場所で花火をする■たくさんの花火に一度に火をつけない
■風が強いときは花火をしない■水バケツを用意する

特
集平

和
を
つ
な
ぐ

平
和
を
つ
な
ぐ

〜
平
戸
に
残
る
戦
争
の
跡
〜

〜
平
戸
に
残
る
戦
争
の
跡
〜

ひ孫の里衣紗ちゃんと
玲衣奈ちゃんに話を
する原田さん



夢に向かって羽ばたけ

このコーナーでは、未来の夢に向かって頑張る市内の小・中学生・高校生を紹介します

応援団
からの

一言

※撮影のため、マスクを外しています。

火災救急件数

16件（19件）

731件（845件）

■火災

■救急

※（ 　）内は昨年同期

交通事故件数
令和２年６月末現在令和２年６月末現在

17件（ 28件）

  ０人（  ０人）

21人（ 35人）

■件　数

■死　者

■負傷者

※（ 　）内は昨年同期

消防本部予防課　☎22-3167問総務課危機管理班　☎22-9101問

人口の動き

■総人口　30,512人（-49人）

■男　性　14,411人（-20人）

■女　性　16,101人（-29人）

■世帯数　13,975戸（-10戸）

■平戸地区   17,582人  （-44人）
　 北部地区　  10,365人　（- 29人）         
　  中部地区　    3,442人　（-   ５人）
　  南部地区　    3,775人　（- 10人）

■生月地区     5,237人 （-  ４人）
■田平地区　 6,691人 （＋ ３人）
■大島地区　 1,002人 （-  ４人）

令和２年７月１日現在

市民課戸籍住民班　☎22-9123問
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寺田　光希さん

中野中学校

坊方町

　てらだ　　　 みつき
３年

　趣味は、動画
サイトなどを見て、
歌やダンスをする
など、何事にも積
極的に取り組んで
います。

　　　『自分の力を発揮できるよう』

　いつも冷静でクールな彼女が、ここぞという大事な場面で自
分自身の力を最大限発揮できるよう、応援していきたいと思って
います。
　そのためにも、これからも何か悩みがあれば相談にのったり、
やりたいことがあれば自由にやらせていきたいと思います。

母・京子さん

今
の
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
考
え

ま
ず
は
身
近
な
こ
と
か
ら
行
動

８広報ひらど

が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
「
今
回
の
少
年
の
主
張
の
テ
ー
マ

は
、
食
品
ロ
ス
や
貧
困
な
ど
に
つ
い

て
新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
で
知
り
、
興

味
を
持
ち
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
い
ろ

い
ろ
と
調
べ
て
い
く
中
で
、
私
た
ち

の
よ
う
な
若
い
世
代
が
も
っ
と
早
く

こ
の
問
題
に
注
視
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
思
い
ま
し
た
」と
話
し
ま
す
。

　

担
任
の
野
口
先
生
は「
寺
田
さ
ん

は
、
目
標
を
決
め
た
ら
そ
こ
に
向

か
っ
て
一
生
懸
命
頑
張
る
生
徒
で
す
。

ま
た
、
ク
ラ
ス
の
学
級
委
員
で
あ
り
、

ム
ー
ド
メ
ー
カ
ー
的
な
存
在
で
も
あ

り
、
頭
も
良
く
て
友
達
か
ら
の
人
望

が
あ
る
生
徒
で
す
ね
」と
目
を
細
め

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
夢
に
つ
い
て
尋
ね
る

と「
将
来
は
、
食
品
開
発
な
ど
食
に

携
わ
る
仕
事
に
就
い
て
、
自
分
の

作
っ
た
商
品
や
ア
イ
デ
ア
で
食
品
ロ

ス
や
貧
困
に
悩
む
人
た
ち
の
手
助
け

が
出
来
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
ま
ず
は
今
、
自
分
が
で
き

る
こ
と
を
考
え
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
で
貧
困
に
悩
む
人
た
ち
を
支

援
す
る
募
金
な
ど
身
近
に
で
き
る
こ

と
か
ら
始
め
て
い
こ
う
と
思
い
ま

す
」と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

２
人
姉
妹
の
次
女
で
、
よ
く
家
の

お
手
伝
い
を
し
て
い
る
と
い
う
寺
田

さ
ん
。「
母
が
パ
ン
屋
を
し
て
い
る

の
で
、
週
末
な
ど
忙
し
い
時
は
パ
ン

の
袋
詰
め
な
ど
を
手
伝
っ
て
い
ま

す
」と
話
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
食

に
つ
い
て
は
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
興
味

「  　
　

イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
」。
先
日
行

　
　
　

わ
れ
た
平
戸
市
少
年
の
主

張
大
会
で
、
中
学
生
の
部
で
最
優

秀
賞
を
受
賞
し
た
作
品
の
タ
イ
ト
ル

で
す
。
今
回
、
紹
介
す
る
の
は
、
そ

の
発
表
者
の
中
野
中
学
校
３
年
生

の
寺
田
光
希
さ
ん
で
す
。

タ

水道料金口座振替推進キャンペーン実施

水道局総務班　☎22-3838問

目次・水道料金口座振替推進キャンペーン
実施・人口の動き・交通事故件数・火災救
急件数

夢に向かって羽ばたけ

特集

平和をつなぐ
～平戸に残る戦争の跡～

不動産公売

そうだ図書館へ行こう

食生活改善推進員紹介・「古写真」から見る平戸の記憶遺産

高齢者の皆さん新型コロナウイルスから健康を守りましょう

消費生活センター・国際交流員の日記

子育て・健康応援コーナー

見逃せない情報がココに（お知らせ）

暮らしに役立つ情報がここにも（お知らせ）

まちのできごと

うぶ声＆おくやみ・ＴｏｗｎＴｏｐｉｃ

ハッピーバースデー

カレンダー

Ｐ２

　Ｐ３

Ｐ4～９

Ｐ10～11

Ｐ12

Ｐ13

Ｐ14

Ｐ15

Ｐ16～17

Ｐ18～22

Ｐ23

Ｐ24～25

Ｐ26

P27

P28

　口座振替は、毎月支払いに行く手間が省け
払い忘れの心配もありません。また、現在の
コロナ禍において、支払いの際の「接触」や
「密」を避けることができるなど、便利で安心
です。
　市では、８月から水道料金の口座振替を推
進するキャンペーンを実施します。期間中、
新規で口座振替にされた人には、QUOカー
ド500円分（先着300人）を進呈します。この
機会にぜひ手続きをお願いします。
〇対象者
水道料金の支払いを新規で口座振替にした人
（期間中の解約・再申請は対象となりません）
〇対象期間
８月１日～令和３年１月31日（日）
〇手続き
水道局・市役所・各支所、出張所・金融機関
に備え付けの口座振替依頼書を提出してくだ
さい。（口座の届出印が必要です）

（　）は、前月との比較
 きょうこ
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平
和
を
つ
な
ぐ

特
集〜

平
戸
に
残
る
戦
争
の
跡
〜

８
月
15
日
、
日
本
は
75
回
目
の
終
戦
記
念
日
を
迎
え
ま
す
。
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代

の
人
に
と
っ
て
は
遠
い
昔
の
話
の
よ
う
に
聞
こ
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

平
戸
か
ら
も
多
く
の
人
が
故
郷
を
守
る
た
め
に
戦
争
に
行
き
、
尊
い
命
が
失
わ
れ
ま

し
た
。
平
戸
に
残
る
戦
争
の
跡
か
ら
平
和
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

一
変
し
た
学
校
生
活

　

大
正
14
年
に「
陸
軍
現
役
将
校
学
校
配

置
令
」が
出
さ
れ
、「
教
練
教
授
要
目
」が

制
定
さ
れ
る
と
、
全
国
の
中
学
校
・
師
範

学
校
・
専
門
学
校
で
は「
軍
事
教
練
」が

授
業
の
時
間
割
に
組
み
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

中
学
猶
興
館（
現
在
の
猶
興
館
高
校
）

に
は
２
人
の
将
校
が
配
属
さ
れ「
軍
事
教

練
」が
毎
日
行
わ
れ
ま
し
た
。
軍
事
教
練

に
は
隊
列
行
進
、
グ
ラ
イ
ダ
ー
訓
練
、
射

撃
訓
練
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
野

外
演
習
・
発
火
演
習
で
は
、
制
帽
に
制
服
、

ゲ
ー
ト
ル
巻
き
に
銃
を
携
行
し
た
軍
隊
装

備
で
野
山
を
駆
け
巡
り
、
実
戦
さ
な
が
ら

の
訓
練
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

配
属
さ
れ
た
将
校
は
、
軍
事
教
練
の
み

な
ら
ず
、
学
校
教
育
に
対
し
て
も
軍
の
威

光
で
強
い
強
制
力
、
指
導
力
を
持
っ
て
い

た
よ
う
で
す
。

日
の
丸
の
国
旗
を
振
っ
て

　

出
征
兵
士
が
平
戸
港
か
ら
出
て
い
く
た

び
、
中
学
猶
興
館
と
平
戸
高
等
女
学
校
の

生
徒
た
ち
が
合
同
で
見
送
り
ま
し
た
。

　

最
初
の
こ
ろ
は
、
平
戸
港
に
向
か
っ
て

先
頭
に
校
旗
を
掲
げ
た
中
学
猶
興
館
生
の

隊
列
が
ラ
ッ
パ
担
当
の
生
徒
の
ラ
ッ
パ
の

音
に
合
わ
せ
て
行
進
。
そ
の
後
ろ
に
女
学

校
生
の
隊
列
が
続
い
て
行
進
し
、
見
送
り

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
戦
争
が
激
し
く
な
る
に
つ
れ
、

出
征
兵
士
が
次
々
と
出
て
い
く
の
で
、
そ

の
た
び
に
港
ま
で
見
送
り
に
行
く
こ
と
が

で
き
な
く
な
り
、
校
庭
か
ら
船
に
向
か
っ

て
国
旗
や
手
を
振
る
と
い
う
形
に
な
っ
て

い
き
ま
し
た
。

黒
く
塗
ら
れ
た「
白
亜
の
学
舎
」

　

昭
和
17
年
４
月
の
ア
メ
リ
カ
Ｂ
25
爆
撃

機
の
日
本
本
土
初
空
襲
か
ら
、
戦
況
の
悪

化
の
中
で
Ｂ
29
爆
撃
機
の
空
襲
が
全
国
的

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

中
学
猶
興
館
の
校
舎
は
、
日
増
し
に
激

し
く
な
る
米
軍
爆
撃
機
の
攻
撃
の
目
標
に

な
る
の
を
避
け
る
た
め
、
昭
和
19
年
に
黒

色
の
ペ
ン
キ
で
塗
装
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
、

学
徒
動
員
で
３
年
生
か
ら
５
年
生
の
教
室

が
空
い
て
お
り
、
１
・
２
年
生
の
授
業
は

２
・
３
階
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
１
階

に
は
陸
軍
敵
前
上
陸
部
隊「
暁
部
隊
」が

駐
屯
し
て
お
り
、
校
門
に
は
銃
を
持
っ
た

陸
軍
の
兵
士
が
立
ち
、
学
校
前
の
白
浜
海

岸
に
は
数
隻
の
上
陸
用
舟
艇
が
係
留
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

校
舎
の
黒
ペ
ン
キ
は
、
昭
和
44
年
に
長

崎
国
体
相
撲
競
技
大
会
が
平
戸
市
営
相
撲

場
で
行
わ
れ
る
に
あ
た
り
、
天
皇
が
校
舎

の
前
を
通
過
す
る
こ
と
か
ら
、
白
浜
海
岸

側
の
み
白
ペ
ン
キ
で
塗
装
し
な
お
さ
れ
ま

し
た
。
校
舎
の
裏
側
は
、
本
校
舎
が
解
体

さ
れ
る
昭
和
61
年
ま
で
黒
ペ
ン
キ
が
残
っ

て
い
ま
し
た
。

中学猶興館生の運動場での隊列行進の様子。
（中学猶興館卒業アルバムより）

１_出征兵士が乗る船に
向かって手を振る女学
校生たち（平戸高等女学
校卒業アルバム）、２_
昭和８年ごろの射撃訓
練（中学猶興館卒業アル
バム）、３_中学猶興館
生の軍事教練の服装、
４_黒ペンキで塗られた
中学猶興館校舎（中学
猶興館卒業アルバム）

１

２３４
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学生たちも労働力に
太平洋戦争末期になると、深刻な労働力不足を補うため、中等学校以

上の生徒が軍需産業や食料生産に動員されるようになりました。平戸

の学校からも多くの学生たちが動員され働きました。

学
生
も
戦
争
の
た
め
の
労
働
力
に

　

中
学
猶
興
館
の
３
年
生
か
ら
５
年
生
は

三
菱
長
崎
造
船
所
、
潜
龍
炭
鉱
、
中
里
炭

鉱
な
ど
で
強
制
的
に
働
か
さ
れ
ま
し
た
。

三
菱
長
崎
造
船
所
で
は
、
爆
薬
を
積
ん
で

米
軍
艦
船
に
突
撃
す
る
特
攻
艇
の
製
造
が

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

動
員
先
で
の
食
事
は
、
大
豆
の
搾
り
か

す
に
少
し
の
米
を
混
ぜ
た
も
の
で
、
お
腹

を
壊
す
生
徒
も
い
た
よ
う
で
す
。
学
生
た

ち
は
シ
ラ
ミ
・
ノ
ミ
な
ど
が
わ
く
劣
悪
な

居
住
・
衛
生
環
境
の
中
で
長
時
間
の
過
酷

な
労
働
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
。

　

学
徒
動
員
は
、
長
崎
県
立
平
戸
高
等
女

学
校
の
生
徒
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
学
生
た
ち
は
魚
雷
の
製
造
が
行
わ

れ
て
い
た
川
棚
海
軍
工
廠
で
働
か
さ
れ
ま

し
た
。「
神
風
」と
書
か
れ
た
鉢
巻
き
を
締

め
、
油
ま
み
れ
に
な
り
な
が
ら
魚
雷
の
部

品
を
作
り
ま
し
た
。
な
か
に
は
、
動
員
さ

れ
て
か
ら
１
度
も
教
室
に
戻
る
こ
と
な
く

卒
業
し
た
生
徒
も
お
り
、
卒
業
式
は
学
校

で
は
な
く
、
川
棚
海
軍
工
廠
本
部
前
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

被
ば
く
を
逃
れ
た
中
学
猶
興
館
の
生

徒
た
ち

　

昭
和
20
年
８
月
１
日
、
三
菱
長
崎
造
船

し
ょ
うし

ょ
う

し
ょ
う

所
で
働
い
て
い
た
中
学
猶
興
館
生
た
ち
は
、

川
棚
海
軍
工
廠
へ
配
転
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
理
由
と
し
て
、
特
攻
艇
の
製
造
が
物

資
不
足
の
た
め
減
少
し
た
こ
と
と
、
引
率

の
教
師
が
次
々
と
兵
隊
に
召
集
さ
れ
、
生

徒
の
管
理
・
監
督
が
困
難
に
な
り
、
平
戸

高
等
女
学
校
の
教
師
に
引
率
を
兼
務
し
て

も
ら
う
た
め
だ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
９
日
に
長
崎
市
に
原
子
爆
弾
が

投
下
さ
れ
、
約
７
万
４
千
人
の
命
が
奪
わ

れ
ま
し
た
。

　

中
学
猶
興
館
の
生
徒
た
ち
は
配
転
命
令

に
よ
っ
て
奇
跡
的
に
被
ば
く
を
逃
れ
、
学

徒
動
員
で
の
被
ば
く
死
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

し
か
し
、
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
原
子

爆
弾
の
犠
牲
者
の
中
に
は
長
崎
市
で
働
き

暮
ら
し
て
い
た
平
戸
出
身
の
人
も
い
た
と

久家　幸一さん
（戸石川町）

「戦争の犠牲者にならないために
　　　　　　　歴史を学ぶことが大切」
　中学３年生の時に、昭和19年10月から報国隊として、長崎三菱造船所に動
員され、マル四艇の工作に従事しました。マル四艇は工作船名で、海を震わす
という意味で震洋とも呼ばれました。このマル四艇は船尾に自動車のエンジン、
船首に爆薬を積み敵の軍艦に体当たりする、ベニヤでできたボートです。
　昭和20年６月に沖縄戦が終わり、７月になり本土への空襲が激しくなりまし
た。造船所も空襲を受けましたが、休みであったため被害は受けませんでした。
このころはマル四艇も製造されなくなり、中学猶興館の生徒は川棚海軍工廠に

牛を利用して田を耕す平戸高等女学校の生徒
（平戸高等女学校卒業アルバム）

中学猶興館報国隊（学徒動員生徒）の三菱造
船分遣隊出動旗（猶興資料館蔵）

Interview　　　　　　　　　　　　　　　  学徒動員を経験した人の平和への思い

配転となったため、７月31日に一時帰省しました。平戸でも、警戒警報、空襲警報が出され、アメリカ軍の戦闘機
が上空を旋回していました。８月９日に、学校で川棚行きの壮行会があり、その帰りに友人の家に立ち寄りラジオで
長崎に新型爆弾が落とされたと流れているのを聞きました。後になって、それが原子爆弾であったことを知りました。
　川棚では、地下工場の穴を掘る作業に従事しました。８月15日は終戦の玉音放送を聞くことなく、宿舎に帰る途
中で日本が戦争に負けたという話を聞きました。そのときは、日本の将来について考える余裕も悲壮感もなく、ただ
家に帰れるという喜びがありました。私は、幸いにも空襲や原爆の被害を受けず、平和の大切さを痛感しています。
戦争の犠牲者にならないために、歴史を学ぶことが大切だと思います。

い
う
こ
と
で
す
。

授
業
も
受
け
ら
れ
ず
働
く
日
々

　

平
戸
高
等
女
学
校
の
生
徒
は
学
徒
動
員

で
働
い
た
人
以
外
に
も
勤
労
動
員
に
駆
り

出
さ
れ
た
人
も
い
ま
し
た
。
動
員
先
は
、

家
族
が
出
兵
し
人
手
が
不
足
し
て
い
る
農

家
や
学
校
下
の
魚
肉
缶
詰
工
場
で
し
た
。

農
家
の
手
伝
い
で
は
、
牛
を
利
用
し
て
田

畑
を
耕
し
、
田
植
え
、
稲
刈
り
な
ど
の
重

労
働
を
こ
な
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

当
時
の
学
生
た
ち
は
、
勉
強
を
す
る
た

め
に
学
校
に
入
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

学
徒
動
員
や
勤
労
動
員
な
ど
で
強
制
的
に

働
か
さ
れ
、
十
分
な
学
習
の
時
間
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

平戸高等女学校の卒業式。学校ではなく動員先の
川棚海軍工廠本部前で行われた（同窓会誌より）

しょう

しょう

くが　　  こういち
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戦争を知らない世代へ
戦後70年以上が経過し、戦争を経験した人たちの高齢化は進んでい

ます。当時のことを語る人は年々減少し続けています。戦争経験者の

話に耳を傾け、語り継いでいかなければなりません。

市内に残る戦争の跡

森　光榮さん
（下中野町）

もり　　こうえい

ながしま　まさひこ

長嶋　正彦さん
（田平町）

　

私
が
物
心
が
つ
い
た
こ
ろ
に
は
、
す
で

に
太
平
洋
戦
争
も
末
期
で
し
た
。
当
時
何

度
も
恐
ろ
し
い
体
験
を
し
ま
し
た
が
、
そ

れ
ら
出
来
事
は
今
で
も
は
っ
き
り
と
覚
え

て
い
ま
す
。

　

昭
和
19
年
２
月
ご
ろ
、
親
戚
の
女
の
子

が
亡
く
な
っ
た
の
で
、
葬
儀
の
た
め
に
そ

の
子
の
家
に
行
っ
た
と
き
の
こ
と
で
す
。

そ
の
家
か
ら
は
海
が
見
渡
せ
る
の
で
す
が
、

は
る
か
彼
方
に
大
き
な
船
が
進
ん
で
い
る

が
見
え
て
い
て
、
大
人
た
ち
は
輸
送
船
で

は
な
い
か
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
ま
も
な

く
し
て
、
ド
ー
ン
と
い
う
も
の
す
ご
い
音

と
と
も
に
大
き
な
水
柱
が
上
が
っ
た
か
と

思
う
と
、
見
え
て
い
た
は
ず
の
船
が
跡
形

も
な
く
消
え
て
い
ま
し
た
。
大
人
た
ち
は

「
米
軍
の
魚
雷
か
潜
水
艦
に
や
ら
れ
た
の

だ
ろ
う
」と
話
し
て
お
り
、
そ
の
時
の
光

　

私
は
、
猶
興
館
高
校
の
卒
業
生
と
い
う

こ
と
や
母
校
で
社
会
科
の
教
師
を
し
て
い

た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
毎
年
新
入
生
に

対
し
て
、「
猶
興
学
」と
題
し
て
講
話
を
し

て
い
ま
す
。
猶
興
館
高
校
の
創
立
か
ら
現

在
に
至
る
１
４
０
年
の
歴
史
や「
猶
興
館
」

と
い
う
校
名
の
由
来
と
意
味
な
ど
に
つ
い

て
話
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
猶
興
館
高
校
が
く
ぐ
り
抜

け
て
き
た
戦
争
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
も

話
し
て
い
ま
す
。
猶
興
館
高
校
は
長
い
歴

史
の
中
で
、
日
清
戦
争
や
日
露
戦
争
、
太

平
洋
戦
争
な
ど
多
く
の
戦
争
を
経
験
し
て

い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
先
輩
た
ち
が

ど
の
よ
う
な
状
況
に
置
か
れ
て
い
た
の
か
、

ど
の
う
よ
う
な
生
活
を
し
て
い
た
の
か
と

い
う
こ
と
は
、
猶
興
館
高
校
の
歴
史
を
学

ぶ
上
で
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま

身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
平
和
を
つ
な
ぐ

　

戦
争
体
験
者
の
高
齢
化
が
進
み
、
当
時

の
こ
と
を
語
る
こ
と
が
で
き
る
人
た
ち
は

こ
れ
か
ら
さ
ら
に
少
な
く
な
っ
て
い
く
で

し
ょ
う
。
語
る
人
が
い
な
く
な
れ
ば
、
当

時
の
こ
と
を
知
る
に
は
、
書
籍
や
写
真
な

ど
に
頼
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
今
、
戦
時
中
を
生
き
た

人
た
ち
の
話
に
耳
を
傾
け
、
自
分
の
次
の

世
代
、
さ
ら
に
そ
の
次
の
世
代
へ
と
語
り

継
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
戦

争
の
被
害
者
に
な
ら
な
い
た
め
に
、
私
た

ち
一
人
一
人
が
歴
史
を
学
び
、
平
和
を
つ

な
ぐ
と
い
う
想
い
を
持
つ
こ
と
が
必
要
で

す
。

　

終
戦
か
ら
75
回
目
の
夏
、
ふ
る
さ
と
か

ら
平
和
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

身
近
な
と
こ
ろ
で
起
こ
っ
た
事
実
を
知
り
、

次
の
世
代
へ
と
伝
え
て
い
く
こ
と
が
、
平

和
を
つ
な
い
で
い
く
た
め
の
一
歩
に
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
恐
ろ
し
い
体
験
と
い
う
の
は

い
つ
ま
で
も
心
に
残
っ
て
し
ま
う
」

「
平
和
だ
か
ら
こ
そ

　
勉
強
で
き
る
こ
と
に
感
謝
し
て
」

景
は
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。。

　

ま
た
、
米
軍
機
に
狙
わ
れ
た
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
１
度
で
な
く
３
度
も
で
す
。
１

度
目
は
祖
母
と
弟
と
い
た
と
こ
ろ
を
狙
わ

れ
ま
し
た
。
と
っ
さ
に
近
く
の
藪
に
隠
れ

た
た
め
難
を
逃
れ
ま
し
た
が
、
米
軍
機
の

撃
っ
た
弾
の
薬
き
ょ
う
の
臭
い
は
今
で
も

忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

後
の
２
回
は
友
達
と
畑
で
遊
ん
で
い
る

と
き
で
し
た
。
米
軍
機
は
米
兵
の
顔
が

は
っ
き
り
わ
か
る
ほ
ど
の
低
空
飛
行
で
飛

ん
で
き
ま
し
た
。
日
ご
ろ
か
ら
、
米
軍
機

に
狙
わ
れ
た
時
は
地
面
に
伏
せ
る
よ
う
に

教
え
ら
れ
て
い
た
の
で
、
そ
の
通
り
に
し

て
弾
に
当
た
ら
ず
に
済
み
ま
し
た
が
、
恐

怖
の
あ
ま
り
地
面
に
は
い
つ
く
ば
っ
て
泣

い
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

友
人
た
ち
に
も
私
と
同
じ
よ
う
に
恐
ろ

し
い
経
験
を
し
た
人
が
お
り
、
大
人
に

な
っ
て
も「
よ
く
あ
の
時
死
な
な
か
っ
た

な
」と
話
す
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
経
験
は
、
私
が
４
歳
か
ら
５
歳
く

ら
い
の
時
の
も
の
で
す
。
恐
ろ
し
い
体
験

と
い
う
の
は
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
忘
れ

る
こ
と
が
で
き
ず
心
に
残
り
ま
す
。
今
で

も
、
米
軍
機
に
狙
わ
れ
た
場
所
の
近
く
を

通
る
と「
あ
の
時
死
ん
で
し
ま
っ
て
い
た
ら

今
の
自
分
は
い
な
い
ん
だ
」と
考
え
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
戦
争
は
し
て
は
い
け
な

い
。
強
く
そ
う
思
い
ま
す
。

田平天主堂前庭の教会に向かって
右側のレンガ塀に米軍機の機銃掃
射の弾丸の跡が残ってます。この機
銃掃射で２人が命を落としています。

猶興館高校で講話をする長嶋さん。

対馬海峡防備のため、旧日本陸軍
により設置された「壱岐要塞」の一
角をなす砲台。現在も見張り所跡
や倉庫跡が残っています。

日中戦争や太平洋戦争の平戸地区
の戦没者の慰霊碑。慰霊碑は市内
各地区にあり、慰霊祭が行われてい
ます。

田平天主堂 御崎砲台跡 平戸地区戦没者慰霊顕彰之碑

す
。
ま
た
、
最
近
は
修
学
旅
行
で
沖
縄
に

行
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
母
校

の
戦
争
の
歴
史
を
知
る
こ
と
で
、
沖
縄
で

の
学
び
も
変
わ
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。　

　

生
徒
の
皆
さ
ん
に
は
、
戦
時
中
に
学
徒

動
員
な
ど
で
満
足
に
勉
強
で
き
な
か
っ
た

人
た
ち
が
い
る
と
い
う
こ
と
を
知
り
、
平

和
で
あ
る
か
ら
こ
そ
勉
強
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
戦
争
体
験
者
の
話
を
聞

き
、
語
り
継
い
で
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

　

今
後
も
依
頼
が
あ
れ
ば
、
講
話
を
と
お

し
て
猶
興
館
高
校
の
歴
史
と
と
も
に
戦
争

の
歴
史
に
つ
い
て
伝
え
続
け
て
い
き
ま
す
。
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番号 見積価額（円） 公売保証金 その他事項公売財産名称、性質など

◆所在：生月町山田免字前田495番地、496番地２
　家屋番号：495番の３　種類：事務所
　構造：コンクリートブロック・鉄筋コンクリート造陸 
　屋根平家建　床面積：104.61㎡

◆所在：紐差町字二本松
　地番：288番２　地目：雑種地　地積：146㎡
◆所在：紐差町字二本松
　地番：289番３　地目：宅地　地積：503.32㎡

◆所在：岩の上町字西稗田
　地番：1086番１　地目：山林　地積：898㎡
◆所在：岩の上町字西稗田
　地番：1086番11　地目：公衆用道路　地積：54㎡

◆所在：紐差町字前田
　地番：1026番１3　地目：宅地　地積：273.28㎡
◆所在：紐差町字前田
　地番：1026番１4　地目：宅地　地積：114.58㎡
◆所在：紐差町字前田1026番地13、14
　地番：1026番１3　地目：店舗・居宅　
　構造：鉄骨鉄筋コンクリート造陸屋根３階建
　床面積：１階276.59㎡ ２階276.59㎡ ３階232.12㎡

◆所在：田平町上亀免字平戸川
　地番：325番３　地目：田　地積：836㎡
◆所在：田平町上亀免字平戸川
　地番：325番８　地目：山林　地積：1,853㎡
◆所在：田平町上亀免字平戸川
　地番：325番９　地目：山林　地積：2,654㎡
◆所在：田平町上亀免字平戸川
　地番：325番10　地目：田　地積：274㎡

◆所在：山中町字矢ヒツ1388番地
　家屋番号：1388番　種類：事務所・工場
　構造：鉄骨造スレート葺平家建　床面積：286㎡

◆所在：古江町字荒崎1060番地１
　家屋番号：1060番1　種類：店舗・居宅
　構造：木造セメント瓦葺平家建　
　床面積：199.92㎡

◆所在：水垂町字種子田34番地２
　家屋番号：34番２　種類：作業場
　構造：木造セメント瓦葺平家建　
　床面積：110.49㎡

◆所在：田平町上亀免字スミラ畑
　地番：1436番　地目：山林　地積：2,759㎡

◆所在：田平町荻田免字新通
　地番：1003番８　地目：田　地積：235㎡

広報ひらど 令和２年８月号 1011

公売財産、公売保証金および見積価額

公売前に準備するもの

　①買受適格証明書の取得
　　農地の公売に参加するためには、買受適格証明書が必要です。証明を受けるためには、期限までに
　　農業委員会に買受適格証明願などの必要書類を提出する必要があります。
　　※期限を過ぎると買受適格証明書を公売日までに取得できず、公売に参加できなくなります。
　　農業委員会への必要書類提出期限：８月７日（金）
　　※買受適格証明書についての問い合わせ先：農業委員会事務局（☎22-9172）
　②公売保証金の用意
　　　公売保証金については、公売当日に受付で一括納付する必要があります。
　　　（入札の結果、買受できなかった場合には、公売保証金はお返しします。）

その他

　①地積および床面積は公簿上に記載された面積であり、実測と異なる場合があります。
　②農地について賦課金などの未納がある場合は、買受人の負担となります。また、公売日現在耕作中の物に
　　ついては、耕作者または前所有者に帰属するため公売の対象となりません。
　③所有権移転の際には、別途登録免許税が必要となります。
　④滞納税の納付などにより、公売が中止となる場合があります。
　⑤入札する際は慎重に検討し、詳しい内容については、事前に税務課総務徴収班にお問い合わせください。

　市では、税負担の公平性を確保する観点から、市税などの滞納処分として差し押さえた財産（不動産）について、
下記のとおり入札による公売を実施します。

不動産公売を実施します

９月２日（水）午後１時15分～午後２時

平戸市役所３階会議室C　
午後２時２０分～午後２時４０分・期日入札

９月９日（水）午前11時

①買受適格証明書（農地のみ） ②公売保証金 ③身分証明書（運転免許証など）
④印かん ⑤委任状（※代理人が入札する場合のみ） ⑥法人登記簿（※法人の場合のみ）

公売日および受付時間

公売場所

入札時間・公売方法

買受代金納付期限

問  税務課総務徴収班　☎22-9115

※午後２時から、入札の事前説明を行います。

※農地については、７月15日の班回覧で周知しています。なお、売却区分番号「２－18」は公売中止です。

Hirado City Public Relations,2020.８
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vol.17「古写真」から見る平戸の記憶遺産

３

文化交流課文化遺産班　☎22-9143問

「宮の浦から見た全景」

現在の宮の浦の風景

昭和27年ごろの宮の浦の風景

平戸図書館

毎週日曜 午後２時～

12日（水）・26日（水）  午前10時30分～

8日（土）・27日（木）　午後２時～

29日（土） 午後７時～

毎週土曜 午後２時～

おはなし会　（おはなしのへや）

赤ちゃんおはなし会　（おはなしのへや）

「みんなdeシネマ」　（COLAS平戸ホール）
『皇帝ペンギン ただいま』(85分)

ライブラリーコンサート　（平戸図書館）
■今月はカマレレ＆井元健人さんによる
ウクレレ＆ギター＆歌の演奏（予定）です。
※予定は変更になることがあります。

おはなし会　（永田記念図書館）
※随時変更することがあります。

永田記念図書館

『さだの辞書』
著／さだ　まさし
出版社／岩波書店

『免疫力をあげる
　　　　最強の食事術』
監修／白澤　卓二
出版社／宝島社

『わたしたちのカメムシずかん
 　～やっかいものが宝ものになった話～
 （たくさんのふしぎ傑作集）』
文／鈴木　海花
絵／はた こうしろう
出版社／福音館書店

『徹底活用！
　バランスボール大全』
監修／菅原　順二
出版社／成美堂出版

『きょうまどから
　　　　　ふくかぜは』
文/谷口　國博
写真/高砂　淳二
出版社／世界文化ワンダーランド
　　　　　クリエイト

家族・故郷、友や恩人、歴史
や土地、本・音楽・映画など
をテーマに、ときには爆笑、
ときには涙の２５話の小噺を
楽しむことができます。ユー
モアのある温かな文体のさだ
ワールド、長崎人はおさえて
おきたい１冊です。

私たちの健康生活の中で、今
こそ高めたいのが免疫力。新
型コロナウイルスにも負けな
い摂取したい栄養素と食べ方
について、予防医学の専門家
が推奨する食事法を詳しく解
説しています。

自宅で気軽にできるトレーニ
ングアイテムとして定着して
きたバランスボール。単純に
みえて、実は幅広いエクササ
イズが可能！基本的な運動か
ら応用まで、125種の動きを
紹介しています。バランス運
動、はじめてみませんか。

ヘンなにおいを出して臭い印
象のカメムシ。校長先生の一
言から子どもたちはその生態
を調べることに…。最新の研
究に基づきカメムシをわかり
やすく紹介した、実話がもと
になった児童書です。

「今日、窓を開けてみる。そ
こには、見えないけれど『流
れる風』の存在がある。この
絵本を通じて、子どもたちに
たくさんの想像力を働かせて、
その風を感じてほしい」とい
う想いが込められたメッセー
ジ写真絵本です。

『十年屋　4
　ときどき謎解きいたします』
作／廣嶋　玲子
絵／佐竹　美穂
出版社／静山社
ぜったいに手放したくない大
切なものやかくしたいものを
10年間、魔法で預かる不思
議なお店「十年屋」。そこには、
魔法使いと執事猫のカラシが
いて、心あたたまる物語です。

今月の休館日　永田記念図書館：4日(火）・11日(火)・18日(火)・25日(火)・30日（日）

図書館ホームページ

http://www.hirado-lib.jp
携帯電話から
ＱＲコードを読み込んで
簡単にアクセスできます。

各図書館・図書室連絡先図書館のイベント情報

田平町中央公民館図書室 ☎22 - 9211
大島村公民館図書室 ☎55 - 2511

平戸図書館 ☎22 - 4017
永田記念図書館 ☎22 - 9182
南部公民館図書室 ☎22 - 9191

生月図書室 ☎22 - 9202

広報ひらど 令和２年８月号 12

　右上の写真は、昭和27年ごろの宮の浦の風景です。
このころから、次第に港の整備がはじめられます。海
岸部に家屋が集中しており、周囲を田畑に囲まれてい
る様子を見て取ることができます。地形も含めて現在
の様子と大きく違うことがわかると思います。
　写真の左側の志々伎神社沖の宮は、陸続きとなっ
ていません。かつては、対岸から遥拝するための石灯
籠があったということですが、現在は埋め立てられて
います。

■活　動／学習会　年４回

　　　　　その他　地区伝達活動など

■活動場所／田平地区

■会員数／ 17人
学習会の様子

Hirado City Public Relations,2020.８13

わたしたち「食生活改善推進員」です！

田平支部「つばき会」

「私たちの健康は私たちの手で」をスローガンに活動する平戸市食生活改善推進員を紹介！

　つばき会は会員17人で活動しています。子ど
もたちへ朝食の大切さや郷土料理を伝える活動
や高齢者の低栄養予防のほか、地域のイベント
に参加し食改のPR活動を行っています。
　活動場所も学校やPTA、地区女性部、児童
施設、老人会など多岐にわたります。さまざま
な健康情報や料理など1人でも多くの皆さんに
伝達したいと思いますので、つばき会の活動に
興味がありましたらぜひお声掛けください。

古い写真を探しています

　平戸の懐かしい風景を後世に伝えるため、昭和40
年代以前の古い写真を探しています。
　古写真をお持ちの人は、ぜひ、文化交流課までご
連絡ください。
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平
戸
市
で
は
、高
齢
者
が
い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
ら
れ
る
た
め
に
、身
近
な
地
区
公
民
館
な
ど
で

健
康
体
操「
平
戸
よ
か
よ
か
体
操
」を
毎
週
行
う
場
の
設
置
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、各
地
区
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高
齢
者
の
通
い
の
場
」を
毎
月
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　
　   

　
長
寿
介
護
課
高
齢
者
支
援
班（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）　
☎
22
‐
9
1
3
3

「平戸よかよか体操」オリジナルＣＤおよびＤＶＤを無償貸し出し中です！
―
 

み
ん
な
い
き
い
き
元
気
に ―

高
齢
者
の
通
い
の
場
訪
問
ＶＯＬ．

広報ひらど 令和２年８月号 14

活 動 日／毎週日曜　

　　　　　午前１０時～１１時３０分

活動場所／永田集会所

開催地区／永田地区

代　　表／増山　政子

永田永友会

増山　政子さん
（田平町）

代表

　現在、会のメンバーは11人でお互いに声を
かけ合い一緒に通うなど仲良く活動しています。
体を動かし、汗を流すことで気持ちがスッキリ
します。　
　永田永友会を通じて①よかよか体操をする
ことで元気が出る②認知症予防の運動でリラッ
クスでき心が和む③皆に会うことで会話や交流
が増えるなどの効果が表れています。
　90代になっても参加できるように参加者同
士で声を掛け合い、皆で集まることで楽しみや
喜びを感じながらこれからも日々活動していき
たいと思っています。

   ますやま　　  まさこ

　永田永友会は、平成29年11月に老人クラブ（永寿会）の女性部
で体育クラブを立ち上げ、平成30年2月に現在の名前になりまし
た。「永」は永寿会から「友」は地域との繋がりを強く持ちたいとい
う思いからつけました。参加者は70代後半から90代で、集会所
に着いたら各自で血圧測定し健康チェックやこまめな水分補給の
声掛けを行っています。脳の活性化運動で、数字に合わせて頭や
肩を触る運動や日本の県名や県庁所在地のしりとり、”あんたがた
どこさ”を永田地区バージョンに替えて歌うなど、認知症予防や
健康づくりなどを通して、永田地区の繋がりを強くしています。

「永田永友会」

市民課消費生活センター　☎22-9122問

消費生活
センター

「消費生活センター」から身近な情報をお届け
「
夏
に
起
こ
り
や
す
い
製
品
事
故
に
注
意
」

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
に
乗
じ
た
詐

欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
と
は
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
な
ど
を
結
び
付
け
て
、

チ
ャ
ー
ジ
額
ま
た
は
購
入
額
に
応

じ
て
付
与
さ
れ
る
ポ
イ
ン
ト
の
こ

と
で
す
。
消
費
者
庁
と
総
務
省
で

は
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業
に
乗

じ
た
詐
欺
な
ど
に
つ
い
て
注
意
喚

起
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得

申
請
や
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
予
約
な

ど
の
手
続
き
に
お
い
て
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
・
口
座
番
号
・
暗
証
番

号
・
家
族
構
成
な
ど
個
人
情
報

を
電
話
な
ど
で
聞
い
た
り
、
金
銭

を
要
求
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

不
審
に
思
っ
た
ら
一
人
で
悩
ま
ず
、

ま
ず
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

今
年
も
暑
い
夏
が
や
っ
て
き
ま

し
た
。
夏
は
家
電
の
事
故
が
多
い

季
節
で
す
。
製
品
事
故
を
防
止

す
る
た
め
に
も
、
正
し
く
使
用
し

ま
し
ょ
う
。

【
事
例
】

　

扇
風
機
を
使
用
中
、
本
体
お

よ
び
周
辺
を
焼
損
す
る
火
災
が

発
生
し
た
。

●
原
因　

長
期
使
用
に
よ
り
、

　

モ
ー
タ
ー
内
部
配
線
の
絶
縁

　

性
能
が
低
下
し
て
シ
ョ
ー
ト
し
、

　

周
辺
の
樹
脂
部
品
に
着
火
。

●
注
意　

次
の
症
状
が
あ
る
場

　

合
は
、
使
用
を
中
止
し
て
く
だ

　

さ
い
。

　

①
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
て
も
フ
ァ

　
　

ン
が
回
ら
な
い
。

　

②
フ
ァ
ン
の
回
転
が
遅
い
、
不

　
　

規
則
。

　

③
モ
ー
タ
ー
部
分
が
熱
い
な
ど

文化交流課交流推進班　☎22-9143

『
七
夕（
チ
ー
シ
ー
）』

問

神
兵
を
送
り
織
女
を
天
に
連
れ
戻

し
ま
す
。
老
い
た
牛
は「
人
間
は

天
に
昇
れ
な
い
の
で
、
私
の
皮
を

ま
と
い
追
い
か
け
る
の
だ
」と
言

い
死
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
牛
郎
は

牛
の
皮
を
ま
と
い
、
子
ど
も
た
ち

と
天
に
昇
り
織
女
を
追
い
か
け
ま

し
た
。
し
か
し
、
織
女
た
ち
を
取

り
仕
切
る
西
王
母
が
設
け
た「
天

の
川
」で
会
う
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
す
る
と
牛
郎
と
子
ど

も
た
ち
は
銀
河
の
水
を
す
く
い
始

め
ま
す
。
そ
の
様
子
に
天
帝
は
感

動
し
、
毎
年
７
月
７
日
の
夜
だ
け

再
会
す
る
こ
と
を
許
し
ま
し
た
。

　

七
夕
に
降
る
霧
雨
は
、
二
人
が

久
し
ぶ
り
に
再
会
し
て
流
す
涙
だ

と
言
わ
れ
て
お
り
、
中
国
で
は

「
七
夕
」は
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
で
伝

統
的
な
日
で
、
夏
の
バ
レ
ン
タ
イ

ン
デ
ー
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
七
夕
に
つ
い
て
中
国

で
広
く
伝
わ
る『
牛
郎
織
女
』の

伝
説
を
紹
介
し
ま
す
。

　

昔
、
天
上
に「
天
衣
」と
い
う

美
し
い
雲
の
よ
う
な
布
を
織
る

「
織
女
」が
住
ん
で
い
ま
し
た
。
あ

る
日
、
織
女
た
ち
は
天
衣
を
は
お

り
地
上
に
水
遊
び
に
行
き
ま
し
た
。

そ
こ
に「
牛
郎
」と
い
う
若
者
が

年
老
い
た
牛
と
暮
ら
し
て
い
ま
し

た
。
あ
る
日
突
然
老
い
た
牛
が
牛

郎
に「
織
女
の
天
衣
を
盗
ん
だ
ら

天
上
に
戻
れ
な
く
な
り
、
そ
の
織

女
が
あ
な
た
の
妻
に
な
る
」と
言

葉
を
話
し
ま
し
た
。
牛
郎
は
、
織

女
が
水
遊
び
を
す
る
間
に
天
衣
を

盗
み
、
盗
ま
れ
た
織
女
は
天
上
に

戻
れ
ず
牛
郎
の
妻
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
二
人
は
子
ど
も
が
で
き

幸
せ
な
生
活
を
送
っ
て
い
ま
し
た

が
、
こ
の
こ
と
を
天
帝
が
知
る
と
、

国際交流員
の日記
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vol.８你好,平戸

丁睿朗
（テイ・エイロウ）
（中国出身）

国際交流員

て
ん
い

し
ょ
く
じ
ょ

ぎ
ゅ
う
ろ
う



※開所時間などの詳しい情報は、子育て応援ガイドブック「おひさま」
　をご覧になるか、各施設にお問い合わせください。親子で遊んで、ママ友作ろう（就学前交流の場）

連絡先施設名連絡先施設名連絡先施設名

57-0236

57-3028

57-0744

55-2006

53-1759

53-0496

22-9206

57-0789

27-0475

27-1084

27-0333

27-0222

57-1943

22-2244

22-3360

22-2575

おひさまひろば

さくらんぼ広場

はなぞの広場

しまっこ広場

よちよちクラブ

めばえ広場

いきつきげんきっこ広場

やよいプレイランド

中津良保育所

堤保育園

小鳩こども園

津吉保育所

トコトコ

あいちゃん広場

かもめネットワーク

みのりの樹１

（田平：平戸口社会館）

（田平：若葉保育園）

（田平：花園保育園）

（大島：大島村保育所）

（生月：山田児童館）

（生月：認定こども園めばえ）

（生月：生月こども園）

（田平：やよい幼稚園）

（南部：中津良保育所）

（南部：堤保育園）

（南部：小鳩こども園）

（南部：津吉保育所）

（田平：保健センター）

（北部：愛の園保育所）

（北部：しおかこども園）

（北部：みのりこども園）

連絡先施設名

広報ひらど 令和２年８月号 16

子育て・健康応援コーナー
このコーナーでは、子育てや健康に関する旬な情報を「お知らせ」します。

特定健診やがん検診などの日程は、対象者に配布している「平戸市健（検）診日程表」をご覧ください。

今月の
特ダネ

睡眠中の歯ぎしり、食いしばりについて

健康ほけん課健康づくり班　☎22-9125問

健康ほけん課健康づくり班　☎22-9125問

８月の休日当番医（診療時間：午前９時～午後５時）
住　所 連絡先医療機関日にち

平戸市医師会　☎20-0011問

８月２日（日）

８月９日（日）

８月10日（祝・月）

８月16日（日）

８月23日（日）

８月30日（日）

谷川病院

柿添病院

青洲会病院

北川病院

柿添病院

青洲会病院

平戸市田平町山内免400番地

平戸市鏡川町278番地

平戸市田平町山内免612番地4

平戸市浦の町737番地

平戸市鏡川町278番地

平戸市田平町山内免612番地4

57-0045

23-2151

57-2155

22-2344

23-2151

57-2155

いざというとき

●平戸市消防本部
　☎22-4199

救急医療機関のことは

子どもが急な病気になったら
●小児救急電話相談センター
　（受付時間18：00～8：00）
　※土日祝日は24時間対応
　☎＃8000 または ☎095-822-3308

※電話番号を間違いないよう注意してください。

妊 妊婦健康相談乳 乳児健診 母子健康相談母３３歳児健診

ところ 種類および受付時間日にち

８月の各種相談および赤ちゃんの健診など

生月町中央公民館

たびら活性化施設

ふれあいセンター

平戸文化センター

ふれあいセンター

８月４日（火）

８月７日（金）

８月19日（水）

８月21日（金）

８月27日（木）

12:45～13:15

12:30～12:45

12:30～12:45

12:45～13:15

　　10:00～10:30

こども未来課母子保健班　☎22-9136問

乳

乳

　寝ている間に自分で歯ぎしりをしていること

を自覚している人はほとんどいません。多くの

場合、人からの指摘によって自分が歯ぎしりを

していることを認識します。また音の鳴らない

タイプの歯ぎしりもあります。最近では歯ぎし

りを引き起こす可能性のある疾患として、睡眠

時無呼吸や不眠症との関連性も疑われています。

Hirado City Public Relations,2020.８17

妊 母

３

３

ナイトガードの利用推奨
　夜間の歯ぎしりそのものを止める効果的な治

療法は現時点ではありません。ただ、歯ぎしり

により起こる為害作用から被害を最小限にする

対症療法としてナイトガード（睡眠時専用マウス

ピース）の使用が推奨されています。虫歯治療後

や矯正治療後にナイトガードを使用しなかった

場合と比べ、治療

後の被せ物や詰物、

歯のすり減りなど

のトラブルが少な

かったという報告

もあります。

気になる場合は早めの相談を
　人生100年の時代を迎えると言われているな

か、歯の喪失を回避するには、疾患を未然に防

ぐ予防処置（メインテナンス）が重要となります。

歯を失う理由はむし歯、歯周病についで歯の破

折です。予防にはナイトガード使用も推奨され

ていますので、詳しくはかかりつけの歯科医院

に相談してください。

新型コロナウイルス接触確認アプリインストールのお願い

自分をまもり大切な人をまもり地域と社会をまもるために
○本アプリは、利用者本人の同意を前提に、スマートフォンの近接通信機能（ブ
　ルートゥース）を利用して、お互いに分からないようプライバシーを確保して、
　新型コロナウイルス感染症の陽性者と接触した可能性について、 通知を受ける
　ことができるアプリです。
○利用者は、陽性者と接触した可能性が分かることで検査の受診など保健所の
　サポートを早く受けることができます。利用者が増えることで感染拡大の防止 
　につながることが期待されます。

▼歯のすり減り
▼歯や被せ物、詰物の破壊
▼歯周病の悪化
▼顎関節症、頭痛
▼睡眠同伴者の睡眠障害

  睡眠時の歯ぎしりの危険性
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〇
試
験
の
種
類　

甲
種
・
乙
種
・

　

丙
種

〇
と　

き　

11
月
21
日（
土
）午

　

前
10
時
〜

〇
試
験
会
場　

佐
世
保
市
、
他

　

８
市
町

〇
受
験
願
書
の
受
付
期
間　

　

▼
電
子
申
請　

９
月
４
日（
金
）

　
　

〜
15
日（
火
）

　

▼
書
面
申
請　

９
月
７
日（
月
）

　
　

〜
18
日（
金
）

〇
受
験
願
書
の
入
手
先　
（
一
財
）

　

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
長
崎

　

県
支
部
、
県
内
の
各
消
防
署

◎
問　

消
防
本
部
予
防
課

　
　
　
（
☎
22-

３
１
６
７
）

　

令
和
２
年
４
月
以
降
に
市
内

の
一
般
家
庭
で
設
置
・
育
成
さ
れ

た
ツ
ル
性
植
物
に
よ
る
緑
の
カ
ー

■中部出張所　☎22-9180　■南部出張所　☎22-9190　■舘浦出張所　☎22-9204　■度島連絡所　☎22-9176
■平戸市役所　☎22-4111　■生月支所　☎22-9200　■田平支所　☎22-9210　■大島支所　☎55-2511

Please 
Check 見落としがちだけど重要な「募集」「お知らせ」などの「情報」が満載

このページも見落とさないで、要チェック！

見逃せない情報がココに

い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

※

対
象
児
童
が
障
が
い
を
事
由
と

　

す
る
公
的
年
金
給
付
を
受
け

　

て
い
る
と
き
や
児
童
福
祉
施
設

　

な
ど
に
入
所
し
て
い
る
と
き
は
、

　

手
当
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、

　

事
前
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〇
手
当
額（
月
額
）

　

▼
障
が
い
程
度
１
級　

５
万
２
，

　
　

５
０
０
円

　

▼
障
が
い
程
度
２
級　

３
万
４
，

　
　

９
７
０
円

〇
支
給
月　

申
請
の
あ
っ
た
翌
月

　

分
か
ら
、
毎
年
４
月
、
８
月
、

　

11
月
に
、
そ
の
前
月
分
ま
で
が

　

支
給
さ
れ
ま
す
。（
11
月
に
つ

　

い
て
は
、
当
月
分
ま
で
）

〇
注
意
事
項　

児
童
扶
養
手
当

　

や
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受

　

給
し
て
い
る
人
や
受
給
資
格
の

　

あ
る
人
は
、「
現
況
届
」・「
所

　

得
状
況
届
」の
提
出
が
必
要
で

　

す
。
８
月
31
日（
月
）ま
で
に

　

必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な

　

お
、
提
出
が
な
い
場
合
に
は
手

　

当
が
支
給
さ
れ
な
く
な
り
ま
す

　

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◎
問　

こ
ど
も
未
来
課
子
育
て

　

支
援
班

　
（
☎
22-

９
１
３
７
）

　
　

束
さ
れ
て
い
る
児
童　

　

▼
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
生
ま
れ

　
　

た
児
童

〇
手
当
額（
月
額
）

　

▼
全
部
支
給　

４
万
３
，
１

　
　

６
０
円

　

▼
一
部
支
給　

１
万
１
８
０
円

　
　

〜
４
万
３
，
１
５
０
円

※

支
給
対
象
と
な
る
児
童
が
２

　

人
以
上
い
る
場
合

　

２
人
目
に
つ
い
て
は

　

▼
全
部
支
給　

１
万
，
１
９
０

　
　

円

　

▼
一
部
支
給　

５
，
１
０
０
円

　
　

〜
１
万
１
８
０
円

　

３
人
目
以
降
は

　

▼
全
部
支
給　

６
，
１
１
０
円

　

▼
一
部
支
給　

３
，
０
６
０
円

　
　

〜
６
，
１
０
０
円

　
　

ず
つ
手
当
額
に
加
算
。

〇
支
給
月　

申
請
の
あ
っ
た
翌
月

　

分
か
ら
、
奇
数
月（
１
月
、
３

　

月
、
５
月
、
７
月
、
９
月
、
11
月
）

　
に
、
そ
の
前
月
分
ま
で
が
支
給

　

さ
れ
ま
す
。

特
別
児
童
扶
養
手
当
と
は

　

精
神
ま
た
は
身
体
に
障
が
い
が

あ
る
20
歳
未
満
の
児
童
を
監
護

す
る
父
、
母
、
ま
た
は
父
母
に

代
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て

児
童
扶
養
手
当
と
は

　

母
子
家
庭
や
父
子
家
庭
な
ど

で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

18
歳
ま
で
の
児
童（
一
定
の
障
が

い
が
あ
る
場
合
は
、
20
歳
未
満
の

児
童
）を
監
護
し
て
い
る
父
、
母
、

も
し
く
は
児
童
を
養
育
し
て
い
る

人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

〇
対
象
と
な
る
児
童

　

▼
父
母
が
離
婚
し
た
児
童

　

▼
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た

　
　

児
童

　

▼
父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障

　
　

が
い
状
態
に
あ
る
児
童

　

▼
父
ま
た
は
母
の
生
死
が
明
ら

　
　

か
で
な
い
児
童

　

▼
父
ま
た
は
母
が
一
年
以
上
家

　
　

出
し
て
か
ら
、
連
絡
が
な
く
、

　
　

保
護
さ
れ
て
い
な
い
児
童

　

▼
父
ま
た
は
母
が
裁
判
所
か

　
　

ら
の
Ｄ
Ｖ
保
護
命
令
を
受
け

　
　

た
児
童

　

▼
父
ま
た
は
母
が
一
年
以
上
留

　
　

置
場
な
ど
に
、
身
体
を
拘

　

し
、
４
年
制
大
学
を
卒
業
し

　

た
人
を
除
く
。

警
察
事
務

〇
受
付
期
間　

８
月
３
日（
月
）

　

〜
14
日（
金
）

〇
１
次
試
験　

９
月
27
日（
日
）

〇
２
次
試
験　

10
月
下
旬

〇
受
験
資
格　

平
成
11
年
４
月

　

２
日
か
ら
平
成
15
年
４
月
１

　

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
。
た
だ

　

し
、
４
年
制
大
学
を
卒
業
し

　

た
人
を
除
く
。

〇
問
い
合
わ
せ
先　

　

▼
長
崎
県
警
察
本
部
警
務
課

　
　

採
用
係　

☎
０
９
５-

８
２

　
　

０-

１
５
０
４

　

▼
平
戸
警
察
署
警
務
課　

☎

　
　

22-

３
１
１
０（
内
線
２
１

　
　

１
）

　

▼
長
崎
県
警
察
本
部
ホ
ー
ム

　
　

ペ
ー
ジ「
長
崎
県
警
察
官
採

　
　

用
募
集
」で
検
索　
　

◎
問　

平
戸
警
察
署
警
務
課

　
（
☎
22-

３
１
１
０
）

　
（
☎
０
９
５
６-

23-

１
２
３
１
）

　　

警
察
官
Ⅰ
類
、Ⅲ
類
お
よ
び
警

察
事
務
の
採
用
試
験
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
「
長
崎
県
の
治
安
を
守
り
た
い
」

と
い
う
あ
な
た
の
申
し
込
み
を

待
っ
て
い
ま
す
。

警
察
官
Ⅰ
類（
第
２
回
）

〇
受
付
期
間　

８
月
３
日（
月
）

　

〜
14
日（
金
）

〇
１
次
試
験　

９
月
20
日（
日
）

〇
２
次
試
験　

11
月
中
旬
〜
下
旬

〇
受
験
資
格　

平
成
２
年
４
月

　

２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
４

　

年
制
大
学
を
卒
業
し
た
人（
令

　

和
３
年
３
月
31
日
ま
で
に
卒

　

業
見
込
の
人
を
含
む
）

警
察
官
Ⅲ
類

〇
受
付
期
間　

８
月
３
日（
月
）

　

〜
14
日（
金
）

〇
１
次
試
験　

10
月
18
日（
日
）

〇
２
次
試
験　

11
月
中
旬
〜
下
旬

〇
受
験
資
格　

平
成
２
年
４
月

　

２
日
か
ら
平
成
15
年
４
月
１

　

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
。
た
だ

テ
ン
の
写
真
を
募
集
し
ま
す
。

　

応
募
さ
れ
た
中
か
ら
、
優
秀
な

作
品
に
対
し
て
は
、
賞
状
と
記
念

品
を
贈
呈
し
ま
す
。

○
申
込
方
法　

市
民
課
お
よ
び

　

各
支
所
・
出
張
所
窓
口
ま
た

　

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
の
指

　

定
の
応
募
用
紙
と
と
も
に
、
遠

　

景
と
近
景
そ
れ
ぞ
れ
を
含
め
た

　

写
真（
最
大
５
枚
程
度
）を
添

　

え
て
市
民
課
生
活
環
境
班
に

　

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

○
申
込
期
間　

８
月
３
日（
月
）

　

か
ら
９
月
４
日（
金
）

◎
問　

市
民
課
生
活
環
境
班

　
　
　
（
☎
22-

９
１
２
１
）

　　

自
衛
官
募
集
に
関
す
る
相
談

所
を
開
設
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

○
と　

き　

８
月
５
日（
水
）午

　

前
９
時
〜
午
後
５
時

○
と
こ
ろ　

本
庁
１
階
ロ
ビ
ー

◎
問　

自
衛
隊
長
崎
地
方
協
力

　

本
部
佐
世
保
出
張
所　

募
　
　
集

緑
の
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス

ト
応
募
作
品
募
集

お
知
ら
せ

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児

童
扶
養
手
当

自
衛
官
募
集
出
張
相
談
所

を
開
設

長
崎
県
警
察
官
・
警
察
事

務
職
員
募
集

令
和
２
年
度
第
２
回
危
険

物
取
扱
者
試
験
の
実
施
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さ
い
。

◎
問　

企
画
財
政
課
企
画
統
計

　

班

　
（
☎
22-

９
１
１
１
）

　

津
吉
交
流
会
館
駐
車
場
に
て
、

毎
年
恒
例
の
お
盆
用
品
や
地
域

の
農
作
物
な
ど
を
販
売
す
る
軽
ト

ラ
朝
市
を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん

の
来
場
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

〇
と　

き　

８
月
10
日(

月)

午

　

前
７
時
〜

〇
と
こ
ろ　

津
吉
交
流
会
館
駐

　

車
場

〇
主　

催　

津
吉
地
区
ま
ち
づ

　

く
り
運
営
協
議
会

◎
問　

地
域
協
働
課
協
働
政
策

　

班

　
（
☎
22-

９
１
０
５
）　

　　　

本
試
験
は
、
中
学
校
卒
業
程

　
　
　

　　
「
Ｊ
Ｐ
Ｑ
Ｒ
」は
一
般
社
団
法
人

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
推
進
協
議
会
に

よ
り
策
定
さ
れ
た
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
決

済
の
統
一
規
格
で
す
。
複
数
社
あ

る
決
済
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
１
枚
の
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
に
ま
と
め
る（
統
一
化
）

こ
と
で
、
１
枚
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で

複
数
社
の
決
済
に
対
応
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ｐ
Ｑ
Ｒ
の
申
し
込
み
を
希
望

す
る
市
内
事
業
者
を
対
象
と
し

た
窓
口
を
設
置
し
ま
す
。

○
と　

き　

８
月
６
日（
木
）・

　

７
日（
金
）午
前
９
時
30
分
〜

　

午
後
４
時
ま
で

　

※

電
話
で
事
前
予
約
を
お
願
い

　
　

し
ま
す
。

○
と
こ
ろ　

平
戸
文
化
セ
ン
タ
ー

　

会
議
室
Ｃ

○
当
日
持
参
す
る
も
の　

ス
マ
ー

　

ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
・

　

審
査
用
書
類

　

※

詳
し
く
は
、「
Ｊ
Ｐ
Ｑ
Ｒ
」の

　
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

度
の
学
力
が
あ
る
か
ど
う
か
を
認

定
す
る
た
め
に
国
が
行
う
試
験
で

あ
り
、
合
格
し
た
者
に
は
高
等

学
校
の
入
学
資
格
が
与
え
ら
れ

ま
す
。

○
と　

き　

10
月
22
日（
木
）午

　

前
10
時
〜
午
後
３
時
40
分

○
と
こ
ろ　

長
崎
県
庁

〇
申
込
期
限　

９
月
４
日（
金
）

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
実
施
要
項

に
沿
っ
て
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問　

学
校
教
育
課
指
導
班

　
　
　
（
☎
22-

９
２
１
２
）

　　

お
盆
休
み
で
帰
省
さ
れ
る
家
族

や
親
戚
の
人
も
多
い
と
思
い
ま
す

が
、
移
住
に
つ
い
て
考
え
が
あ
り

ま
し
た
ら
地
域
協
働
課
の
定
住

推
進
班
ま
で
相
談
く
だ
さ
い
。
帰

省
で
き
な
い
人
も
、
オ
ン
ラ
イ
ン

相
談
な
ど
行
っ
て
い
ま
す
の
で
活

用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
西
九
州
さ
せ
ぼ
移
住

サ
ポ
ー
ト
プ
ラ
ザ（
さ
せ
ぼ
五
番

お
知
ら
せ

街
の
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
側
、
向
か

い
側
タ
ー
ミ
ナ
ル
内
）で
も
平
戸

市
へ
の
移
住
相
談
が
で
き
ま
す
の

で
、
近
く
に
お
寄
り
の
際
は
利
用

く
だ
さ
い
。

◎
問　

地
域
協
働
課
定
住
推
進

　

班

　
（
☎
22-

９
１
０
５
）

　

こ
れ
ま
で
の
調
査
で
分
か
っ
た
、

平
戸
の
歴
史
や
文
化
に
関
す
る
新

た
な
知
見
を
紹
介
す
る
講
座
を
定

期
的
に
開
催
し
ま
す
。

〇
内
容
・
と
き
・
と
こ
ろ

大
洋
路
の
成
立
と
古
代
信
仰

　
　
　
（
☎
22-

９
１
３
０
）

　

県
で
は
、
原
爆
被
爆
者
の
ご

冥
福
を
お
祈
り
し
、
平
和
へ
の
誓

い
を
新
た
に
す
る
た
め
毎
年
８
月

９
日
を「
県
民
祈
り
の
日
」と
定

め
て
い
ま
す
。

　

原
爆
投
下
時
刻
の
午
前
11
時

２
分
に
鳴
る
サ
イ
レ
ン
に
合
わ
せ
、

１
分
間
の
黙
と
う
を
お
願
い
し
ま

す
。

◎
問　

福
祉
課
総
務
班

　
　
　
（
☎
22-

９
１
３
０
）

　　

次
の
施
設
に
つ
い
て
、
令
和
３

年
度
か
ら
令
和
６
年
度
ま
で
の
指

定
管
理
者
を
公
募
し
ま
す
。

○
対
象
施
設　

平
戸
市
生
月
大

　

橋
公
園　

○
公
募
期
限　

９
月
15
日（
火
）

　

公
募
要
項
・
仕
様
な
ど
に
つ
い

　

て
は
、
平
戸
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

　

確
認
く
だ
さ
い
。

◎
問　

生
月
支
所
地
域
振
興
課

　
　
　
（
☎
22-

９
２
０
０
）

　　

７
月
１
日
〜
15
日
ま
で
に
ひ
ら

ど
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
予
約
申

込
を
受
け
た
世
帯
に
対
し
、
引
換

通
知
書
を
発
送
し
て
い
ま
す
。

　

８
月
31
日（
月
）ま
で
に
各
引

換
所
に
て
、
引
換
通
知
書
お
よ
び

現
金
を
持
参
し
て
、
商
品
券
へ
の

引
換
を
お
願
い
し
ま
す
。
引
換
期

間
後
の
商
品
券
へ
の
引
換
は
、
原

則
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
下
さ

い
。

〇
引
換
期
限　

８
月
31
日（
月
）

　

※

郵
送
で
の
引
換
は
で
き
ま
せ

　
　

ん
。

〇
引
換
所　

平
戸
商
工
会
議
所
、

　

平
戸
市
商
工
会
、
平
戸
観
光

　

協
会
、
市
役
所
本
庁
・
各
支

　

所
出
張
所

◎
問　

ひ
ら
ど
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

　

券
事
業
実
行
委
員
会

　

(

☎
22-

３
１
３
１)

〇
対
象
者　

イ
ノ
シ
シ
被
害
対
策

　

に
取
り
組
む
団
体（
行
政
区
な

　

ど
）

○
補
助
対
象　

草
刈
整
備
費
用
、

　

防
護
柵
設
置
費
用
、
狩
猟
免

　

許
取
得
費
用
な
ど

○
補
助
内
容　

事
業
費
の
２
分

　

の
１
を
補
助（
30
万
円
ま
で
）

◎
問　

農
林
課
農
山
村
対
策
班

　
　
　
（
☎
22-

９
１
５
０
）

　

７
月
豪
雨
に
よ
り
、
各
地
に

大
き
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

本
市
で
は
被
災
し
た
人
た
ち
を
支

援
す
る
た
め
、
義
援
金
箱
を
設

置
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

○
義
援
金
名　

令
和
２
年
７
月

　

豪
雨
災
害
義
援
金

○
受
付
期
限　

12
月
11
日（
金
）

○
設
置
場
所　

本
庁
ロ
ビ
ー
、

　

各
支
所
・
出
張
所

※

募
金
し
た
義
援
金
は
、
日
本

　

赤
十
字
社
を
通
し
て
全
額
被

　

災
地
に
寄
付
さ
れ
ま
す
。

◎
問　

福
祉
課
総
務
班

家
族
や
親
戚
で
移
住
を
考

え
て
い
る
人
へ
の
相
談
窓

口
に

第
12
回
軽
ト
ラ
朝
市
を
開

催

島
の
館
講
座「
平
戸
史
再

考
」

イ
ノ
シ
シ
被
害
ま
ち
な
か

対
策
補
助
事
業

令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害

義
援
金
受
付

統
一
Ｑ
Ｒ『
Ｊ
Ｐ
Ｑ
Ｒ
』Ｗ
Ｅ

Ｂ
申
込
に
関
す
る
有
人
窓

口
を
設
置

８
月
９
日「
県
民
祈
り
の

日
」に
黙
と
う
を

指
定
管
理
者
の
公
募（
平

戸
市
生
月
大
橋
公
園
）

ひ
ら
ど
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
の
引
換
が
開
始

　

▼
と　

き　

９
月
26
日（
土
）

　

▼
と
こ
ろ　

未
来
創
造
館

大
洋
路
の
発
展
と
城
郭

　

▼
と　

き　

10
月
31
日（
土
）

　

▼
と
こ
ろ　

生
月
町
中
央
公

　
　

民
館

平
戸
の
祭
礼
行
事

　

▼
と　

き　

11
月
28
日（
土
）

　

▼
と
こ
ろ　

未
来
創
造
館

平
戸
の
漁
業

　

▼
と　

き　

令
和
３
年
１
月
30

　
　

日（
土
）

　

▼
と
こ
ろ　

未
来
創
造
館

○
講　

師　

中
園
成
生（
島
の
館

　

学
芸
員
）

〇
時　

間　

午
後
１
時
〜
３
時

○
備　

考　

受
講
料
無
料
。
各
回

　

受
講
者
20
人
。
受
講
希
望
者

　

は
事
前
に
申
し
込
み
の
う
え
、

　

マ
ス
ク
持
参
で
参
加
く
だ
さ
い
。

◎
問　

生
月
町
博
物
館
島
の
館

　
　
　
（
☎
53-

３
０
０
０
）　

　

ま
ち
な
か
で
イ
ノ
シ
シ
被
害
の

防
止
に
取
り
組
む
地
域
の
皆
さ
ん

の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

「
就
学
義
務
猶
予
免
除
者

等
の
中
学
校
卒
業
程
度
認

定
試
験
」を
実
施

西九州させぼ移住サポートプラザ☎0956-25-9251



■市県民税　　　　　　　　第２期
■国民健康保険税　　　　　第３期
■介護保険料　　　　　　　第３期
■後期高齢者医療保険料　　第２期
※口座振替日　　　　　８月27日（木）
　この日に振替ができなかった場合は、９月14日（月）に再
　振替します。

市税の納期限【８月31日（月）】

税務課総務徴収班　☎22-9115問
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Necessary Information

普
段
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
情
報
を「
お
知
ら
せ
」

暮
ら
し
に

役
立
つ
情
報
が

こ
こ
に
も

各種相談

○８月７日（金）10：00～ 15：00
　平戸商工会議所２階会議室
○８月28日（金）10：00～ 15：00
　平戸商工会議所２階会議室

■ハローワークin平戸市

商工物産課商工新産業班　☎22-9141問

■年金相談（完全予約制）
○８月４日（火）10：00～ 15：00　
　市役所本庁３階会議室
○８月11日（火）10：00～ 15：00　
　市役所本庁３階会議室
○８月18日（火）10：00～ 15：00　
　舘浦出張所
○８月25日（火）10：00～ 15：00　
　市役所本庁３階会議室
年金相談予約　☎0956-34-1189 
佐世保年金事務所お客様相談室受付時間（平日） 8：30～
17：00（相談日の前日までにご予約ください）

健康ほけん課国保年金班　☎22-9124問

■８月の延長窓口実施日
　８月６日（木）・13日（木）・20日（木）・27日（木）
■延長時間　　午後５時15分～午後７時
■開設場所　　本庁市民課
■受付内容　   マイナンバーカード申請・交付
　　　　　　　パスポート受取
■交付できる証明書
　◎住民票の写し　◎戸籍謄（抄）本
　◎戸籍附票の写し     ◎印鑑登録および印鑑証明書
※各支所・出張所では実施していません。

※証明の種類によっては、委任状が必要になる場合があり

　ます。また、印鑑登録は即日登録できない場合がありま

　すので、事前に確認してください。

市民課戸籍住民班　☎22-9123問

延長窓口
　本庁市民課では、時間外に証明書などを発行を実施
しています。利用される場合は、必ず当日の午後5時
までにご予約ください。また、マイナンバーの受取予
約は、前日までにお願いします。

　市役所では、市民の皆さんが普段の生活の中で抱
えている悩みや困りごと、また、お仕事で就職や創
業などを考えている人たちなどに対し、各種専門の
相談員に相談できる窓口を用意しています。
　今月は下記の日程で開催しますので、お気軽にお
越しください。

○８月21日（金）９：00～ 17：00
　田平町民センター（研修室２）

■よろず相談会

商工物産課商工新産業班　☎22-9141問

（事業者の経営上の課題解決支援のための相談会です）

市民課内消費生活センター　☎22-9122問

○８月12日（水）13：00～ 15：00　
　中部地区（ふれあいセンター）
○８月26日（水）13：00～ 15：00　
　南部地区（多目的研修センター）

■消費生活巡回相談・定例行政相談所

商工物産課商工新産業班　☎22-9141問

○８月12日（水）10：00～ 16：00
　平戸市役所商工物産課内
○８月26日（水）10：00～ 16：00
　平戸市役所商工物産課内

■個別創業相談会（事前予約している人を優先）

○８月12日（水）11：00～ 16：00
　未来創造館会議室A

■若者応援相談会in平戸

商工物産課商工新産業班　☎22-9141問
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　平戸市議会議場において、令和２年度第15回平
戸市「少年の主張」大会が開催されました。今年は、
新型コロナウイルス感染症の感染予防のため、無観
客で行われ、議会中継システムを活用したライブ配
信も行われました。受賞者は以下のとおりです。
【最優秀賞】「小学生の部」白石真央さん（山田小６
年・写真右）、「中学生の部」寺田光希さん（中野中３
年）
【特別賞】「中学生の部」福井和奏さん（田平中３年・
写真左）

７
11

　

(有）酒の一斗が消毒液を寄贈

　平戸市役所市長室において、(有)酒の一斗の池野
晋一代表取締役から消毒液「キンとらんば（２リット
ル）」30袋が寄贈されました。
　池野代表取締役は「自社で製作した消毒液をぜひ
活用してほしい」と話しました。受け取った黒田市
長は「市民の皆さんが不安に思っている中、消毒液
の寄贈はありがたい。有効に活用させていただく」
と述べました。
　今回、寄贈された消毒液は市内の介護施設や海水
浴場などで活用されます。

７
６

　

旗松亭がマスク２万枚を寄贈

　平戸市役所市長室において、国際観光ホテル旗松
亭のサンディ・リー代表取締役社長から不織布マス
ク２万枚が寄贈されました。
　サンディ・リー代表取締役社長は「早く新型コロ
ナウイルス感染症が収束することを願っている。と
もに協力してこの困難を乗り越えましょう」と話し
ました。受け取った黒田市長は「市民の皆さんの不
安解消のため、有効に活用したい」と述べました。
　今回、寄贈されたマスクは市内の小中学校で活用
されます。

７
８ 日常生活で感じた思いを自分の言葉で伝える

7 互いの課題解決のために

　国立大学法人長崎大学と平戸市が実施する国際医
療人育成事業で平戸市民病院と長崎大学病院に配置
される医師を含む長崎大学の教授らが市役所を訪れ、
市長と意見交換を行いました。
　この事業は、高齢化が進む平戸市の医師不足の解
消と国際医療人育成のための医師の就業施設、研修
施設の確保を図り、お互いの課題を解決することを
目的としています。
　意見交換後、定例記者懇談会において市民病院と
長崎大学に配置される医師の紹介が行われました。

　　総理大臣官邸において、平戸城懐柔櫓宿泊施設化
改修・運営事業(城泊)に係る事業報告を行いました。
　報告には、金子原二郎参議院議員と「平戸城城泊
JV」のKessha(株)上山代表取締役も同席し、菅官
房長官に城泊についての進捗状況報告と意見交換な
どを行いました。
　菅官房長官は「平戸市の新しい観光の魅力として、
国内だけでなく海外からも多くの人たちに訪れても
らえるよう、政府としても支援していきたい」と話
されました。

官邸にて平戸城城泊の事業報告7
幸福な社会づくりに取り組む

　平戸市役所市長室において「社会を明るくする運
動」に伴う総理大臣メッセージの伝達が行われ、平
戸・松浦地区保護司会平戸分区の　井徹会長がメッ
セージを読み上げました。
　「社会を明るくする運動」はすべての国民が、犯罪
や非行の防止と、犯罪や非行歴のある人たちの更生
について理解を深め、安全で安心な地域社会を築く
ための全国的な運動です。本運動のシンボルマーク
である「幸福の黄色い羽根」は、犯罪のない幸福な社
会づくりに取り組む決意のしるしです。

７

　川内町の鄭成功廟において、鄭成功生誕祭が行わ
れました。今年は新型コロナウイルス感染症の感染
予防のため、前夜祭は中止となり、生誕祭は神事の
み関係者だけで行われました。
　鄭成功まつり実行委員会の藤澤美好委員長は「今
回は関係者のみでの開催であったが、この状況の中、
神事だけでも開催出来てよかった。2024年は鄭成
功生誕400周年の節目の年であるため、組織を立ち
上げそれに向けて準備を進めていきたい」と話しま
した。

７
14 川内町で生まれた英雄を偲んで15 1３
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　ふるさと納税の「ふるさとを応援する」という制度本来の理念や趣旨を広げるため、
お盆で帰省する人が多い８月を「普及啓発月間」とし、制度の啓発や利用促進を図っ
ています。
　ふるさと納税による寄附は、事業を進める財源になり地域活性化につながります。
市外県外にいる家族や友人に対しぜひ呼びかけをお願します。

８月はふるさと納税普及啓発月間です
企画財政課ふるさと納税推進班☎22-9113問

投稿募集！
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R1.８．３　１歳（田平町）

村田 瑠海 ちゃん
R1.８.５  １歳（獅子町）

むらた　　　　るか はまの　　　　ゆきと
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うえお         れいごう

上尾 令剛 くんR1.８．９　１歳（大久保町）

坂本 希結 ちゃん
R1.８.３　１歳（岩の上町）

  さかもと　　　のあ

本山 琴郁 ちゃん
H27.８.31　５歳（主師町）

もとやま　　　ことか おおはた　　　ち
か

大畑 智加 ちゃん

Ｈ30.８.８　２歳（岩
の上町）

浜野 結希翔 くん

　　柴山 翔優 くん
Ｈ28.８.６　４歳（大島村）

　　宮川 凜咲 ちゃん
Ｈ27.８.13　５歳（野子町）

みやがわ　　りいさ　　　  
しばやま　　  しょうま

８月生まれの皆さん
お誕生日おめでとうございます

vol.99

●投稿方法　・写真・子どもの氏名（ふりがな）・生年月日・性別・投稿者氏名・住所
　　　　　　・連絡先を添えて、Ｅメールでお送りください。
●申込先　　広報ひらどHappy Birthdayコーナー（人事課秘書広報班）
　　　　　　Ｅメール　kouhou@city.hirado.lg.jp
●申込期限　発行月前月の15日まで
●募集人数　10人（先着順）

９月
生まれ
募集中

※メール送信の際は、件名に必ず「９月号Happy Birthday」と入れてください。
※ご投稿いただいた写真は、必ずしも掲載とは限りませんのでご了承ください。
※被写体の承諾については、投稿者の責任となります。

９月に誕生日を迎えるわが子の笑顔を、皆さんに届けませんか？このコーナーでは、小学校入学前
の子どもの写真を募集しています。（市内在住者に限ります）

ＱＲコードで簡単に
応募できますよ！

ＨⅠＲＡＤＯの
アイドル大集合

村田 杏凪 ちゃん
Ｈ28.８.31　４歳（飯良町）

むらた　　　あんな

村田 菜凪 ちゃん
Ｈ30.８.１　２歳（飯良町）

むらた　　　 なな


